
 

                                                  

2017/6/12 

 

「2017 MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ第 4 戦 中国大会」結果報告書 

 

ATS TRIAL TEAM 

 

開催日      ； 2017/6/11 (日) 

会場        ； 鳥取県 ヒロスポーツパーク 

天候        ;  晴れ 

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ    ； DRY 

観客数      ； 675 人 

 

チームサポートメンバー ； 横倉 千裕 

ライダー 
砂田 真彦  

(ゼッケン 14) 

小野 貴史  

(ゼッケン 1) 

鈴木 克敏 

(ゼッケン 33) 

出場クラス 国際A級スーパークラス 国際 A級 国際 A級 

コース設定 
12 セクション×2 ラップ 

+スペシャルステージ 2セクション 
12 セクション×2 ラップ 12 セクション×2 ラップ 

アシスタント 片倉 久斗 竹屋 健二 無し 

順位 12 位 5 位 22 位 

獲得シリーズランキングポイント 4 ポイント 11 ポイント 0 ポイント 



 

                                                  

●過酷な中国大会 

 鳥取県の山中にあるヒロスポーツパークは、自然豊かなロケーションなうえ、前日の雨で滑りやすくなり、 

難しく体力、精神力的にも消耗しやすいハードな大会となりました。 

 

 

  

 

国際 A 級スーパークラスを走る砂田は、1 ラップ目の出だしから調子を掴む事が出来ずに減点を増やし

てしまいます。 

それに加えて長く凝った設定のセクション群で多くのタイムオーバー減点 5点を喫し、 

減点を増やしてしまいました。 

2 ラップ目に入ると徐々にペースを掴み、調子も戻ってきたので減点を大幅に減らす事が出来、 

順位を挽回してゴールしました。 

 

 

  

 

 国際 A級の小野も 1 ラップ目になかなか調子を掴む事が出来ませんでした。 

それでも諦める事無く、他のライダーと違うラインで攻めるなど自分に自信を持って進めていきました。 

レース全体の時間配分もしっかり作戦を立て、体力や気持ちを最後まで切らさずに走り切り、 

後半に減点を減らす事に成功。順位もジャンプアップしてゴールしました。 

 

 

砂田&片倉 

小野&竹屋 



 

                                                  

 

  

 1 ラップ終了時点で 15位と今季初のポイント獲得が期待された鈴木でしたが、 

2 ラップ目に体力が切れてしまい、減点を増やしてしまいました。 

今回の様なスリッピーな路面では特に、バイクを止めるポイントと走らせるポイントの見極めが大事な事を

学びながらレースを進め、次回以降の成長に期待が出来る内容となりました。 

 

●砂田コメント 

 スタートしてすぐの第 1 セクションを走った時点で気付く位、いつも通りの調子で走れてなかったので、 

気持ち的に焦りを感じてしまいました。 

それに加えて難易度が高く、長いセクションで 1 分の制限時間をタイムオーバーする事が多く、 

効率良く速くセクションを走る練習が今後必要な事を痛感しました。 

それでも難所一つ一つをクリアーする技術は成長している事を自分でも感じる事が出来ているので、 

自信を持って今後もトライしていきます。この度もたくさんのご支援、ご声援ありがとうございました。 

  

●小野コメント 

  今回もセクショントライ待ちの渋滞が酷く、時間との戦いという感じになりました。 

自分の調子も上がらず、1lap 目はミスが多くなってしまいました。 

しかし、アシスタントとメカニックの的確な時間管理や、サポートのお陰で 2lap は調子も上がり、 

楽しく走る事ができました。目標としている表彰台には届きませんでしたが、 

次戦の北海道は得意とする大会なのでしっかり取り返せる様に準備して行きたいと思います 

鈴木 



 

                                                  

  

●鈴木コメント 

今回のセクションは全体的にポイントが多く、長さも長かった為、セクション後半で時間が無くなってしまい、

タイムオーバーや失敗につながってしまいました。 

 さらに、セクション待ちの渋滞が多く、大会後半は時間に追われてしまいセクションを落ち着いて走る事が

出来ず、減点を増やしてしまい順位を下げてしまいました。 

 次戦は思った通りの走りを出来るように、準備をしていきます。 

 

  

●次戦予定 

次戦は、7/16(日)2017 全日本ﾄﾗｲｱﾙ選手権ｼﾘｰｽﾞ第 5 戦北海道大会です。 

引き続きよろしくお願い致します。 
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ﾎﾟｲﾝﾄﾗﾝｷﾝｸﾞ 


